
わこくでん 

内
裏
塚
古
墳
は
二
間
塚

に
あ
り
、
墳
丘
長
約
１
４

４
メ
ー
ト
ル
で
南
関
東
地

方
で
は
最
大
の
前
方
後
円

墳
で
す
。

明
治
39
年
、
地
元
の
人

た
ち
が
こ
の
古
墳
の
頂
上
に

あ
っ
た
八
幡
様
を
移
転
し
よ
う

と
、
古
墳
の
調
査
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
後
円
部
墳
頂
や
前
方

部
に
朝
顔
形
を
含
む
円
筒
埴
輪

列
が
あ
り
、
社
の
下
に
、
東
西

二
つ
の
石
室
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
東
の
石
室
か
ら
２
体
の
人

骨
と
鉄
製
武
器
類
な
ど
が
、
西

の
石
室
か
ら
鏡
や
鉄
製
武
器
類

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
、
西
の
石
室
か
ら
出
土

し
た
鹿
角
製

ろ
っ
か
く
せ
い

鳴な
り

鏑か
ぶ
ら（
矢
の
先
に

つ
け
て
発
射
す
る
と
音
が
出
る

装
置
）
と
、
金
銅

こ
ん
ど
う

製せ
い

胡こ
ろ
く
金か
な
具ぐ

（
矢
を
入
れ
て
腰
か
ら
下
げ
る
金

具
）
は
と
て
も
め
ず
ら
し
い
も

の
で
す
。

鳴
鏑
は
、
古
代
東
北
ア
ジ
ア

の
騎
馬
民
族
が
用
い
た
武
具
で
、

や
じ
り
の
付
け
根
が
長
円
形
、
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内
部
が
空
洞
に
な
っ
て
い
て
、

射
る
と
空
気
が
鏑
の
穴
に
触
れ

て
音
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
富
津
市
史
編
さ
ん
に
携

わ
っ
た
高
橋
在
久
さ
ん
は
「
中

国
の
文
献
で
は
『
い
る
こ
と
一

発
、
５
千
騎
一
時
に
奔
走
す
』

と
あ
る
よ
う
に
、
大
陸
の
広
野

で
騎
馬
民
族
が
戦
闘
の
際
に
合

図
す
る
信
号
だ
っ
た
よ
う
だ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
出
土
し
た
鹿
角
製
鳴

鏑
と
金
銅
製
胡
　
金
具
は
佐
倉

市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
の
後
円
部
に
は
、
大
正

時
代
に
立
て
ら
れ
た
内
裏
塚
古

墳
の
碑
と
、「
珠
名
娘
子

た
ま
な
お
と
め

」
の
碑

が
あ
る
だ
け
で
す
が
、
こ
の
あ

た
り
は
、
地
域
住
民
の
手
に
よ

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
裏
塚
古
墳
の
史
跡
の

指
定
は
、
全
国
で
１
１
９
件
目
、

富
津
市
で
は
昭
和
４
年
に
小
久

保
の
弁
天
山
古
墳
が
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
２
番
目
と
な
り

ま
す
。

日
本
に
は
、
古
来
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
も
の
が
、
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
長
い
歴
史
を

経
て
き
た
も
の
を
慈
し
み
、
そ

れ
を
次
代
に
受
け
継
ぎ
、
そ
の

先
も
ま
た
、
長
い
歴
史
を
育
ん

で
い
く
。
そ
ん
な
地
域
の
人
た

ち
の
心
を
く
み
、
今
回
、
国
が

歴
史
上
の
大
切
な
も
の
を
保
存

し
て
い
こ
う
と
す
る
「
文
化
財
」

の
中
の
史
跡
に
指
定
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
�
80
・
１
３
４

２

　それは、4世紀から7世紀はじめのころ。 
　奈良地方で大和朝廷が繁栄し、宋書「倭国伝」に記されている倭王の
遣使などによりおびただしく大陸文化が伝来しました。 
　その勢力が関東平野にも及び、ここ、小糸川下流域の「飯野平野」に
も多数の古墳が作られ「内裏塚古墳群」と呼ばれています。 
　その中で最も古く、5世紀中ごろに造られたとされる「内裏塚古墳」が、
このたび国の史跡に指定されました。 
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わこくでん わおう わこくでん わおう 

悠久の時を刻んで悠久の時を刻んで

古
墳
の
調
査

古
墳
の
保
存

行き 

帰り 

9：30 9：50 10：05 10：20
12：30 12：50 13：05 13：20

12：30 12：10 11：55 11：40
15：50 15：30 15：15 15：00

上総湊 
（吉原スタンド前） 

大貫駅 
（君商側バスロータリー） 

佐貫町駅 会　場 

市の花ツツジの苗木 
花の種・アサリの味噌汁 
天羽のコシヒカリすくい取り 
鮮魚・ポン菓子 
　　　　　　　　など 

農産物の品評会 
和太鼓ショー 
太巻きまつり寿司の実演・展示 
消費生活コーナー 
もちつき 

もあるよ 

野菜・果樹・魚介類 
花・菓子・衣類・竹・木工品 
地域交流フリーマーケット　
　　　　　　　　　　など 

11月10日（日）午前10時～午後3時 11月10日（日）午前10時～午後3時 
富 津公民館 富 津公民館 

問  農林水産課�80・128

問  環境保全課�80・1273

アルミ缶・ 
　紙パックの回収 
　　　　コーナー 

アルミ缶・ 
　紙パックの回収 
　　　　コーナー 
　アルミ缶30個か紙パ
ック10枚でトイレットペ
ーパー1個と交換します 

バ
ス
運
行 

時 

間 

表 

会場 

�
金
銅
製
胡
　
金
具

�
金
銅
製
胡
　
金
具 

こ
ん
ど
う
せ
い  

こ  

ろ
く
か
な
ぐ 

こ
ん
ど
う
せ
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こ  

ろ
く
か
な
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金
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ろ
く
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な
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▲鹿角製鳴鏑 
ろっ かく せい なり かぶら 

▲鹿角製鳴鏑 
ろっ かく せい なり かぶら 

�
金
銅
製
胡
　
金
具 

こ
ん
ど
う
せ
い  

こ  

ろ
く
か
な
ぐ 

上空から見た内裏塚古墳 上空から見た内裏塚古墳 



（2）

富津市職員の給与などのあらましを次のとおりお知らせします。
市職員の給与は、国家公務員給与の人事院勧告などを考慮し、市議会の

議決を経た「富津市一般職の職員の給与等に関する条例」などの給与条例
・規則によって支給されています。
行政管理課　�80・1210

市職員の給与等の公表をします

年　度 

平成13年度 
決算見込み 

住民基本台帳人口 
 （平成14年3月31日現在） 

歳  出  額 
（Ａ） 

人  件  費 
（Ｂ） 

人件費比率 
（Ｂ/Ａ） 

実 質 収 支 

53,414 15,233,117 653,410 4,968,920 32.6
人 千円 千円 千円 ％ 

（注）人件費Bには特別職に支給される給料、報酬を含みます。 

１．人件費の状況（普通会計） 

年　度 

平成14年度 
当初予算 

職 員 数 
（Ａ） 

1人当たり給与費 
（Ｂ/Ａ） 給　料 

給　　　与　　　費 

職員手当 期末･勤勉手当 計（Ｂ） 

533 2,350,055 281,216 981,288 6,778
人 千円 千円 千円 

3,612,559
千円 千円 

（注）職員手当には退職手当は含みません。 

２．職員給与費の状況（普通会計） 

区　分 
平均給料月額 平均給与月額 

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

329,470円 ー 40歳2カ月 

390,600円  431,225円 46歳2カ月 

290,508円 ー 48歳8カ月 

297,400円  326,272円 51歳4カ月 

（注）１　給与月額とは、月々支給される給料と職員手当（期末･勤勉手当･退職手当を除く全ての手当）の合計を 
　　　   いいます。 
 　　２　国の平均給料月額と平均年齢については、平成13年4月1日現在の数値を使用しています。 

富津市 

国 

３．職員の平均給料月額、平均給与月額と平均年齢　（平成14年4月1日現在） 

富　　津　　市 国 

初　任　給 初　任　給 採用2年経過後 
の 給 料 月 額 

採用2年経過後 
の 給 料 月 額 

区　　　分 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 151,800円 

188,900円 

163,800円 

203,800円 

141,900円 

 184,200円 

151,800円 

203,800円 

４．職員の初任給　　　　　　　　　　　　　　　　（平成14年4月1日現在） 

（注）経験年数とは、学校卒業後すぐに市に採用され、引き続き勤務している場合には採用後の年数をいい、採用前に 
　　 職歴などのある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。 

経験年数9年 経験年数16年 経験年数21年 区　　　分 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

209,800円 

ー 円 

269,100円 

286,100円 

219,500円 

330,000円 

304,300円 

243,000円 

 381,000円 

５．職員の学歴別、経験年数別平均給料月額　　　　（平成14年4月1日現在） 

（注）１　職員数は、富津市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものであり、標準的な職務内容はそれぞれの 
　　　   級の代表的な職名です。 
 　　２　一般行政職とは、税務職員、保健師、栄養士、保育士、消防職員、水道部職員、教育公務員と技能労務職 
　　　   以外の職員をいいます。 

６．一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　（平成14年4月1日現在） 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 

主事補 副主査 係長 部長 主事 主任主事 課長補佐 次長･課長 主任主事 

2人 15人 41人 40人 33人 77人 38人 44人 8人 298人 

合計 
区　　分 

1年前の構成比 

5年前の構成比 

職 員 数 

構 成 比 

標準的な職務内容 

参 

考 

0.7% 

0.6% 

0.9%

13.7% 

14.8%

13.4% 

18.0%

11.1% 

4.8% 

0.0% 

 

25.8% 

27.0% 

23.7%

 

  

41.1%

12.8% 

11.6% 

7.4%

14.8% 

14.5% 

9.5%

2.7% 

2.9% 

2.9%

100.0% 

100.0% 

100.0%

5.0% 

5.8% 

14.5%

７．特別職の報酬等の状況 

８．ラスパイレス指数の状況　　　　　　　　　　　（平成13年4月1日現在） 

850,000円 

740,000円 

680,000円 

660,000円 

650,000円 

530,000円 

470,000円 

450,000円 

市 長 

助 役 

収 入 役 

教 育 長 

水道事業管理者 

議 長 

副 議 長 

議 員 

区　　　分 給 料 、 報 酬 の 月 額  
期 末 手 当  

（平成13年度支給割合） 

給　　　料 

（平成６年４月１日適用） 

6月期  　1.59月分 

12月期  　1.77月分 

3月期  　0.44月分 

計     　3.80月分 

6月期　1.845月分 
12月期　1.890月分 
3月期　0.495月分 
計   　4.230月分 

報　　　酬 

（平成５年10月１日適用） 

（注）１　ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の給与水準の比較に用いられているもので、市の職員構成 
　　　   が国の職員構成と同一と仮定して、学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較し、国家公務員の給与を100 
　　　   とした場合の市の給与水準を指数で示したものです。 
 　　２　一般行政職については、「６．一般行政職の級別職員数の状況」の（注）２を指します。 

富　津　市 県内全市の平均 国 区　　　分 

一 般 行 政 職 9 9 . 4 1 0 3 . 3  1 0 0 . 0

（注）職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者を含み、一部事務組合への 
　　 派遣職員、臨時・非常勤職員を除いています。 

（注）退職手当については、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。 

10．定員の状況 

９．職員手当の状況　　　　　　　　　　　　　　　（平成14年4月1日現在） 

　市財政の健全化、簡素で効率的な行政体制の整備のため、定員の適正化に向
けて事務の統廃合縮小、民間委託、退職不補充などにより職員数の抑制に努め
ています。 

区　　　分 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

調整手当 

特殊勤務 

手　　当 

時  間  外 

勤務手当 

配　偶　 者 16,000円 

4,300円 

全額支給 

16,000円 

配偶者以外の 
扶 養 親 族 

電車・バスを 
利用する場合 

乗 用車等を 
利用する場合 

家賃の額に応じて27,000円を限 
度に支給 

通勤距離に応じて2,000円から 
28,100円を支給 

通勤距離に応じて2,000円から 
20,900円を支給 

定期代45,000円までは全額支給。それを 
越える場合は45,000円に超える額の半額 
を加算した額を支給（5,000円を限度） 
 

1,000円 

家賃の額に応じて27,000円を限 
度に支給 

借家の場合 

持家の場合 

2人まで　　　 　1人6,000円 
(内扶養親族でない配偶者を有する場合1人目6,500円) 
3人目から　　　  1人3,000円 
16歳から22歳までの子 1人5,000円加算 

2人まで　　　 　1人6,000円 
(内扶養親族でない配偶者を有する場合1人目6,500円) 
3人目から　　　  1人3,000円 
16歳から22歳までの子 1人5,000円加算 

富　　津　　市 国 

（家賃12,000円を 
　超える場合に限る。） 

（新築･購入後5年間は2,500円） 

 

  
（支給期） 
 6 月期 
12月期 
 3 月期 
計 

（勤続年数） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度 

（期末手当） 
1.45月分 
1.55月分 
0.55月分 
3.55月分 

（勤勉手当） 
0.60月分 
0.55月分 
ー 
1.15月分 

（期末手当） 
1.45月分 
1.55月分 
0.55月分 
3.55月分 

（勤勉手当） 
0.60月分 
0.55月分 
ー 
1.15月分 

支
給
割
合 

平
成
　
年
度 

13

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 

（自己都合） 
21.0  月分 
33.75月分 
47.5  月分 
60.0  月分 

（勧奨･定年） 
34.65月分 
44.55月分 
62. 7 月分 
62. 7 月分 

（自己都合） 
21.0  月分 
33.75月分 
47.5  月分 
60.0  月分 

（勧奨･定年） 
28.875月分 
44.55  月分 
62. 7   月分 
62. 7   月分 

有 有 

支 

給 

率 

そ の 他 の  
加 算 措 置  

代表的な手当 
の　名　称  

12年度 
（決算） 
13年度 

（決算見込み） 

支給額の多い手当  

支 　 給 　 総 　 額  
職員1人当たり支給年額 
支 　 給 　 総 　 額  
職員1人当たり支給年額 

多くの職員に支給  
さ れ て い る 手 当  

定年前早期退職特例措置 
（2％から20％の加算） 
勧奨･定年退職者1～2号給 １号俸 

定年前早期退職特例措置 
（2％から20％の加算） 

退職時特別昇給 
支給率（平成14年４月１日適用） 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 
　　 （平成13年度決算） 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 
　　 （平成13年度決算） 

国 の 制 度 （ 支 給 率 ）  

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）  

支　給　対　象　職　員　数 
２％ 
583人 
ー  

89,580円 

12,100円 

32.1％ 

14

70千円 
41,682千円 

62千円 
38,604千円 

夜間業務手当、出動手当、乳幼児保育業 
務手当、不快手当、高所作業手当 
滞納徴収手当、出動手当、乳幼児保育業 
務手当、夜間業務手当、高所作業手当 

ア.部門別職員数の状況（各年4月1日現在） 

イ.平成14年の職員数の増減状況 

区　　　分 職　　　　員　　　　数 対 前 年 増 減 数 
部　　　門 平成12年 平成13年 平成14年 

普 通 会 計 計 

　 合 　 計 

一
般

行

政

部

門 

特
別
行 

政
部
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

議 会 
総務企画 
税 務 
民 生 
衛 生 
農林水産 
商 工 
土 木 
小 計 

小 計 

小 計 

教 育 
消 防 

水 道 
そ の 他 

7 
106 
39 
96 
52 
27 
8 
64

増員数 部　　　門 

一
般
行
政
部
門 

特
別
行 

政
部
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

議 会 
総務企画 
税 務 
民 生 
衛 生 
農林水産 
商 工 
土 木 
教 育 
 
消 防 
水 道 
 
そ の 他 

0 
0 
0 
2 
1 
0 
0 
2
3 
 
0 
0 
 
9

減員数 
0 
6 
2 
4 
2 
1 
1 
5
5 
 
0 
1 
 

10

増員数 主 な 増 減 理 由 
0 

△　6 
△　2 
△　2 
△　1 
△　1 
△　1 
△　3
△　2 

 
0 

△　1 
 

△　1

 
国家プロジェクトに関する事務量の減等 
退職者不補充等 
退職者不補充等 
退職者不補充 
退職者不補充 
観光部門事務事業安定による減 
都市計画税導入に係る区域界確定作業終了による減等 
退職者不補充等 

退職者不補充 
 
退職者不補充 

399

189 
588

40

628

76 
113

29 
11

7 
103 
35 
86 
46 
23 
8 
63

371

183 
554

50

604

71 
112

27 
23

7 
97 
33 
84 
45 
22 
7 
60

355

181 
536

48

584

69 
112

26 
22

平成12年 平成13年 平成14年 
0 

＋　1 
＋　3 
＋　1 
△　2 
△　2 

0 
△　5

△　4

＋　1 
△　3

＋　1

△　2

＋　1 
0

＋　1 
0

0 
△　3 
△　4 
△  10 
△　6 
△　4 

0 
△　1

△  28 

△　6 
△  34 

＋  10

△  24 

△　5 
△　1

△　2 
＋  12

0 
△　6 
△　2 
△　2 
△　1 
△　1 
△　1 
△　3

△  16

△　2 
△  18 

△　2

△  20

△　2 
0

△　1 
△　1



（3）

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
８ 

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
（
４
０
０
字
以
内
）

◆
「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」、「
な
か
よ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」
の
写
真
（
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
）

送
り
先
・
連
絡
先
・
　
〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２
４
４

３

富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
�
80
・
１
２
２
５
�
80
・
１
３
５
０

市
内
全
域
で
１
０
９
組
と
初
め

て
１
０
０
の
大
台
を
越
え
、
市

か
ら
額
入
り
色
紙
を
贈
り
ご
夫

妻
の
ご
健
勝
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。な

お
、
市
内
の
80
歳
以
上
の

長
寿
者
は
男
性
９
７
７
人
、
女

性
２
０
７
８
人
で
合
計
３
０
５

５
人
と
こ
れ
も
ま
た
初
め
て
３

０
０
０
人
を
上
回
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
聴
覚
障
害
者
相
談

を
、
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の

み
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

10
月
か
ら
手
話
通
訳
の
出
来
る

社
会
福
祉
主
事
（
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
）
が
、
常
時
勤
務
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
平
日
な

ら
ば
曜
日
に
関
係
な
く
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
福
祉
係
�
80
・
１
２

６
０
�
80
・
１
３
５
５

日
時

11
月
17
日
�
午
前
９
時

〜
午
後
１
時
15
分
（
雨
天
順
延

11
月
24
日
�
）

集
合
場
所

木
更
津
市
か
ず
さ

２
号
公
園
（
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ

ア
パ
ー
ク
内
）

対
象

君
津
地
域
在
住
の
心
身

障
害
児
者
と
そ
の
家
族

申
し
込
み
・

11
月
５
日
�
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
福

祉
事
務
所
へ
�
80
・
１
２
６
０

�
80
・
１
３
５
５

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
今

年
新
た
に
な
ら
れ
た
６
人
と
合

わ
せ
て
、
初
め
て
２
桁
の
12
人

に
な
り
ま
し
た
。

白
寿
（
99
歳
）
は
６
人
、
ま

た
、
卆
寿
（
90
歳
）
は
91
人
で

市
か
ら
額
入
り
肖
像
写
真
を
贈

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
米
寿（
88

歳
）
は
１
５
９
人
、
傘
寿
（
80

歳
）
は
３
５
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
結
婚
50
周
年
、
金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
、

富津市は
長寿に輝く市!! 
100歳以上12人、80歳

以上高齢者が3000人!!

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

問い合わせ 
国保年金課  国民年金係  �80・1254

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
と
な

り
、
平
均
寿
命
の
延
び
て
い
る

今
日
、
80
歳
以
上
生
存
で
き
る

人
の
割
合
は
男
性
で
約
半
数
、

女
性
で
は
約
４
分
の
３
に
も
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
長
い

老
後
生
活
の
中
で
生
活
の
支
え

に
な
る
の
が
終
身
保
障
の
国
民

年
金
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
国
が
責
任

を
も
っ
て
、
将
来
の
年
金
受
取

り
額
と
納
め
る
保
険
料
額
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
運
営
し
、

ま
た
、
現
役
世
代
が
高
齢
世
代

を
支
え
る
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
の
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
年
金
制
度

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す

の
で
、
年
金
制
度
に
対
す
る
正

し
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
で

今
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す

今
月
の
主
な
行
事

２
日
�

文
化
祭
（
富
津
公
民
館
・
中
央
公
民
館
・
市
民
会
館
・

４
日
�

総
合
社
会
体
育
館
）

10
日
�

産
業
ま
つ
り
（
富
津
公
民
館
）

〃

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
ふ
れ
あ
い
公
園
）

23
日
�

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（
市
民
の
森
周
辺
）
※
荒
天
24
日
�

交通事故に

あったときも

国保は使えます

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し

た
場
合
で
も
国
民
健
康
保
険
で

治
療
が
で
き
ま
す
。
警
察
へ
届

け
出
る
と
と
も
に
、
国
保
係
へ

の
届
出
も
お
忘
れ
な
く
。
医
療

費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す
る

の
が
原
則
で
す
の
で
、
一
時
的

国保年金課 
国保係 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

は
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
夜
間
や
休

日
に
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◯
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘

れ
た
人
を
対
象
に
電
話
を
お
か

け
し
ま
す
。

◯
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
国

民
年
金
推
進
員
が
、
直
接
ご
自

宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
推
進
員
は
、
社
会

保
険
事
務
所
に
所
属
す
る
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
で
、
訪
問
に

よ
る
活
動
を
専
門
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ご厚意ありがとう
（敬称略）

社会福祉振興に
●さつまいもの会

1万2000円

●天神山地区
老人クラブ互助会
代表　 5万円

●大成企業㈱　 2986円

●カラオケステージ
サウンドベル

9万8219円

●東京電力㈱
富津火力発電所

10万円

●匿名　　　 5000円

富津公民館に
●糟谷　　孝（湊644）
書作品 和気「黨懐英」
の句　　50万円相当

に
国
保
が
医
療
費
を
立
て
替
え
、

あ
と
で
過
失
の
割
合
を
勘
案
し

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

○
警
察
へ
の
届
出
の
し
か
た

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や

か
に
警
察
に
届
け
出
る
。（
負
傷

し
て
い
る
場
合
は
、
軽
傷
で
あ

っ
て
も
人
身
事
故
扱
い
と
す
る

こ
と
）

○
国
保
係
へ
の
届
出
の
し
か
た

『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
』
を
提
出
す
る
。
届
出
に
は
、

保
険
証
、
印
鑑
・
事
故
証
明
書

が
必
要
で
す
。

須
恵
（
す
え
）
と
い
う
国
が
、

千
四
百
年
以
上
も
昔
の
、
小
糸

川
流
域
を
中
心
に
し
て
あ
り
ま

し
た
。
国
指
定
史
跡
の
内
裏
塚

古
墳
を
残
し
た
時
代
で
す
が
、

私
が
こ
の
須
恵
の
地
名
由
来
を
、

学
際
的
に
追
っ
た
と
こ
ろ
、
意

外
な
家
郷
の
原
風
景
に
出
合
い

ま
し
た
。

東
京
湾
は
約
一
万
年
前
、
地

球
温
暖
化
で
海
面
が
上
昇
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
約
六

千
年
昔
の
縄
文
時
代
前
期
に
は
、

現
在
の
海
面
よ
り
数
メ
ー
ト
ル

も
上
昇
し
、
い
ま
の
沿
岸
低
地

は
海
に
な
り
、
小
糸
川
の
内
陸

か
ら
の
流
砂
は
、
河
口
の
沖
に

岸
に
平
行
し
て
堆
積
し
、
大
き

な
瀬
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
約
二
千
年
前
の
弥
生
時
代

に
、
地
球
寒
冷
化
で
海
面
低
下

が
す
す
み
、
沖
の
瀬
は
姿
を
現

わ
し
洲
に
な
り
、
い
ま
内
房
線

の
通
る
砂
丘
に
育
ち
、
そ
の
内

側
に
入
江
の
潟
が
、
富
津
市
役

所
西
方
を
潮
口
に
し
て
残
り
ま

し
た
。
こ
の
潟
が
陸
化
し
た
飯

野
平
野
で
あ
り
ま
す
。

な
お
潟
は
奈
良
時
代
に
も
、

水
門
（
み
な
と
）
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
、
私
は
こ
う
し
た
洲

江
か
ら
、
須
恵
の
地
名
が
生
ま

れ
た
と
考
察
し
ま
し
た
。

―
須
恵
と
い
う
国
―

日
時

11
月
30
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象

ど
な
た
で
も
　
50
人

内
容

子
育
て
応
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
講
演
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み
・

11
月
15
日
�
ま

で
に
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

�
87
・
９
６
１
１
へ

「
上
総
の
り
」
の
開
祖
と
伝
え

ら
れ
る
近
江
屋
甚
平
衛
の
墓
は
人

見
神
社
の
南
側
に
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
古
刹
、
青
連
寺
の
境
内
に

あ
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
樹
木
に

囲
ま
れ
た
一
角
に
燃
え
立
つ
炎
の

形
を
し
た
古
い
墓
で
あ
る
。
彼
が

上
総
の
地
に
海
苔
の
養
殖
を
成
功

さ
せ
た
の
は
文
政
５
年
、
今
か
ら

１
８
０
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

文
献
に
よ
る
と
甚
平
衛
は
明
和

３
年
、
江
戸
四
谷
生
ま
れ
。
11
歳

の
こ
ろ
か
ら
海
苔
問
屋
に
奉
公
し
、

長
じ
て
は
海
苔
の
仲
買
商
人
と
し

て
暮
ら
し
て
き
た
と
い
う
。
彼
が

56
歳
の
春
。
残
さ
れ
た
人
生
を
海

苔
養
殖
に
か
け
る
た
め
江
戸
を
出

て
、
浦
安
、
五
井
、
木
更
津
と
海

に
ノ
リ
ヒ
ビ
を
立
て
る
実
験
を
受

近
江
屋
甚
平
衛

�

障害者福祉の
窓口が充実
しました!! 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

第
29
回
　
君
津
地
域
心
身

障
害
児
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・

示
談
の
取
り
交
し
、
賠
償
金

な
ど
の
受
領
が
あ
っ
た
と
き
は
、

国
保
が
使
え
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
示
談
の
前
に

は
必
ず
国
保
係
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ケ
ガ
が
完
治
し

た
ら
国
保
係
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
次
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険

を
使
え
ま
せ
ん
。

●
雇
用
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

で
、
労
災
対
象
の
事
故

●
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事
故

●
飲
酒
に
よ
る
事
故

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

り
、
脱
退
し
た
り
す
る
と
き
は

国
保
の
加
入
や
脱
退
は

14
日
以
内
に

届
出
が
必
要
で
す
。
加
入
の
届

出
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
、

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

国
保
で
受
診
し
た
場
合
、
国
保

が
負
担
し
た
医
療
費
を
全
額
返

還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
保
険
税
を
二
重
に
支
払

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
ま
し

ょ
う
。

加
入
す
る
場
合

●
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
と
き
（
前
市
町
村
で
国
保
加

入
者
）

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や

め
た
と
き

●
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

（
届
出
に
必
要
な
も
の
）

既
に
国
保
加
入
世
帯
の
場
合

は
国
保
の
保
険
証
と
印
鑑
、
職

場
の
健
康
保
険
を
辞
め
た
と
き

は
、
離
職
票
ま
た
は
被
保
険
者

資
格
喪
失
証
明
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

脱
退
す
る
場
合

●
他
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
と
き

●
死
亡
し
た
と
き

（
届
出
に
必
要
な
も
の
）

国
保
の
保
険
証
と
印
鑑
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
は
そ
の
保
険
証
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
行
脚
を

開
始
し
た
が
い
ず
れ
の
地
で
も
断

ら
れ
、
失
敗
を
重
ね
た
翌
年
、
人

見
の
名
主
八
郎
右
衛
門
の
協
力
を

得
て
海
苔
養
殖
に
成
功
し
た
。
そ

の
後
、
数
多
く
の
困
難
を
乗
り
越

え
な
が
ら
甚
平
衛
は
79
年
間
の
人

生
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

11
月
か
ら
春
先
に
か
け
て
海
苔

養
殖
の
最
盛
期
を
迎
え
た
今
、
も

う
一
度
、
近
江
屋
甚
平
衛
の
業
績

を
た
た
え
た
い
と
思
う
。

森
田
　
未
（
富
津
）

～



ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
）

同
保
育
園
�
65
・
２
７
７
２

日
時

11
月
16
日
�
・
17
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
17
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所

イ
オ
ン
富
津
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ー
ト

内
容

富
津
市
文
化
協
会
工
芸

部
の
編
物
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
浮

書
絵
彫
・
押
花
・
七
宝
焼
・
ち

ぎ
り
絵

和
田
�
87
・
０
９
８
６

日
時

11
月
27
日
�
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

場
所

中
央
公
民
館

対
象

妊
娠
中
の
人
と
夫
、
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
祖
父
母

や
お
じ
お
ば

内
容

富
津
市
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
吉
田
浩
さ
ん
に
よ
る
「
昨
今

の
子
育
て
事
情
」（
熊
切
産
婦

人
科
師
長
大
掛
ユ
リ
子
さ
ん
の

助
言
あ
り
）

参
加
費

無
料
　

※
託
児
所
あ
り
、
要
予
約

決
行
）

場
所

千
葉
県
立
君
津
亀
山
少

年
自
然
の
家

内
容

芸
能
発
表
、
創
作
活
動

（
竹
の
箸
な
ど
）、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
カ
ラ
オ

ケ
、
作
品
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど

同
自
然
の
家
�
39
・
２
６
２

８日
時

11
月
13
日
�
午
前
９
時

〜
12
時

場
所

富
津
公
民
館

内
容

体
験
発
表
、
記
念
講
演

（
タ
レ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

島
田
律
子
さ
ん
に
よ
る
「
き
ょ

う
だ
い
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」）

参
加
費

無
料

木
更
津
市
立
清
川
中
学
校
内

山
�
０
４
３
８
・
98
・
０
１
８

８日
時

11
月
９
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所

望
み
の
門

内
容

新
品
・
中
古
衣
料
、
雑

貨
、
手
芸
品
、
青
果
物
な
ど
、

喫
茶
・
軽
食
・
お
茶
席

同
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
�
87

・
５
０
４
４

日
時

11
月
17
日
�
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

和
光
保
育
園

内
容

バ
ザ
ー
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
、
も
ち
つ
き
、
お
ば
け
や
し

き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
（
中

央
公
民
館
か
ら
15
分
お
き
に
シ

部
交
通
安
全
コ
ン
サ
ー
ト
（
津

軽
三
味
線
、
佐
藤
通
弘
さ
ん
）

定
員

５
０
０
人

参
加
費

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
で
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し

11
月
20
日
�
ま
で
に
〒
２
９
２

―
８
５
２
０
木
更
津
市
貝
渕
３

―
13
―
34
君
津
支
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
へ

同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
８
・

23
・
４
８
１
２

日
時

12
月
１
日
�
午
前
11
時

〜場
所

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ

ー
ル

内
容

第
１
部
合
唱
・
器
楽
演

奏
会
、
第
２
部
市
原
多
朗
と
歌

う
、
か
ず
さ
の
「
第
九
」

入
場
料

第
１
部
無
料
　
第
２

部
３
０
０
０
円

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル

�
０
４
３
８
・
20
・
５
５
５
５

日
時

11
月
９
日
�
・
10
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天

第4回 もみじフェスタin志駒
日　時 11月24日�　午前9時30分～午後1時

（小雨決行、荒天時12月1日�）
場　所 もみじウォークは下郷公会堂で集合・受付、

ふれあい広場は環南小学校（駐車場なし）
内　容 【もみじウォーク】県道ウォークもみじ

コース約3.5キロ、奥井沢もみじ散策コ
ース（長靴持参）約5.3キロ、【ふれあい
広場】自由市場、ゲーム、焼きそばなど

参加費 200円（小学生以下無料）
問同フェスタ実行委員石井�68・0369毛利�68・
0026池田�68・0397（問い合わせ時間午後8時
～9時）

３
、
�
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
�
０
４
３
・
２
２
２
・
９

５
２
８
へ
（
11
月
15
日
�
ま
で

に
招
待
状
を
送
付
）

※
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
開
催
。

申
し
込
み
は
同
協
会
ま
で

同
協
会
�
０
４
３
・
２
２
２

・
５
７
９
５

日
時

11
月
８
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場
所

木
更
津
市
民
総
合
福
祉

会
館

参
加
費

無
料

定
員

50
人

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く

時
に
知
っ
て
お
き
た
い
制
度
に

つ
い
て

申
し
込
み
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

木
更
津
（
木
更
津
公
共
職
業
安

定
所
）
�
０
４
３
８
・
36
・
６

２
２
８

日
時

11
月
28
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場
所

富
津
公
民
館

内
容

千
葉
大
学
教
授
、
新
藤

宗
幸
さ
ん
に
よ
る
「
日
本
政
治

の
将
来
」、
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
主
任
指
導
員
、
高
部
郁
夫

さ
ん
に
よ
る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
と
題
す
る
講
演

定
員

３
０
０
人

申
し
込
み

は
が
き
（
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
を
明
記
）

ま
た
は
電
話
で
選
挙
管
理
委
員

会
へ

申
込
先
・
　
同
委
員
会
〒
２
９

３
│
８
５
０
６
富
津
市
下
飯
野

２
４
４
３
�
80
・
１
３
２
６

（4）

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

催
し
・
講
習
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

月

日

 

　
月
　
月
・
　
月
の
相
談

　
月
の
相
談

　
月
・
　
月
の
相
談

相

談

名

 　

月

 　

月

 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

17
日 

27
日 

15
日 

３
日 

１
日 

 

月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
１
・
第
３ 

月

曜

日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
曜
日 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

４ 

日 

５ 

日 

６ 

日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

納
税
課 

�
80
・
１
２
４
３ 

富
津
公
民
館 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

９ 

日 

25 

日 

11 

日 

25 

日 

毎

週 

火
曜
日 

（
31
日
除
く
） 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
・
行
政
相
談 

 

相

談

名

 

福

祉

相

談

 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
４
０
４
５ 

電
話 

67
・
２
８
０
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
36
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩
の
家 

（
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク 

業
者
）日
本
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
（株）
木 

更
津
営
業
所 

日
〜 日 

26
29

�
87
・
９
６
１
１ 

ふ
れ
あ
い
相
談 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

1212

1111

12

11

※
祝
日
と
　
月
　
日
〜
31
日
は
除
き
ま
す
。 

29

12

※
祝
日
と
　
月
　
日
〜
31
日
は
除
き
ま
す
。 

29

12

17
日 

日
時

11
月
10
日
�
午
前
９
時

〜
受
付
（
小
雨
決
行
）

場
所

市
民
ふ
れ
あ
い
公
園
管

理
事
務
所
前
約
５
キ
ロ

対
象

ど
な
た
で
も
　
１
組
２

〜
５
人
の
チ
ー
ム
編
成
で
40
組

表
彰

上
位
５
チ
ー
ム
、
と
び

賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど

申
し
込
み

11
月
８
日
�
ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接

※
雨
具
・
昼
食
は
各
自
用
意

生
涯
学
習
課
�
80
・
１
３
４

４日
時

12
月
13
日
�
午
後
１
時

〜場
所

君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル

内
容

第
１
部
交
通
安
全
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
日
本
放
送
交
通
情

報
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
屋
木
綾
伊

子
さ
ん
に
よ
る
「
交
通
情
報
こ

ぼ
れ
話
と
チ
ョ
ッ
ト
た
め
に
な

る
話
」
と
題
す
る
講
演
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
第
２

申
し
込
み
・

電
話
で
健
康
づ

く
り
課
へ
�
80
・
１
２
６
８

糖
尿
病
に
よ
る
眼
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か

な
ど
日
ご
ろ
の
治
療
で
は
な
か

な
か
聞
け
な
い
内
容

日
時

11
月
28
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所

市
役
所
５
階
会
議
室

講
師

石
渡
眼
科
医
院
石
渡
幸

夫
さ
ん

健
康
づ
く
り
課
�
80
・
１
２

６
８

日
時

11
月
30
日
�
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

場
所

千
葉
商
工
会
議
所

内
容

中
京
大
学
教
授
・
大
学

院
経
済
学
研
究
科
長
、
水
谷
研

治
さ
ん
に
よ
る
「
小
泉
改
革
と

日
本
経
済
の
行
方
」

入
場
料

無
料

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

は
が
き
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
人
数
を
記
入
し
〒
２
６
０

―
０
０
１
４
千
葉
市
中
央
区
本

千
葉
町
１
―
６
ビ
レ
ッ
ジ
１
０

き
み
か
め
祭

君
津
地
域

交
通
安
全
の
つ
ど
い

第
34
回
君
津
地
方
特
殊
教

育
振
興
大
会

日時 11月23日�（小雨決行、
荒天時24日�）
午前8時30分～9時受付

場所 受付関豊小学校、コース
市民の森周辺10キロ

対象 どなたでも
申し込み 当日現地で
※はき慣れた運動靴で。雨具、
昼食持参
生涯学習課�80・1344

市民ハイキング 第
8
回

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第
8
回
か
ず
さ
音
楽
祭

望
み
の
門
福
祉
施
設
後
援

バ
ザ
ー

第
11
回
わ
こ
う
村

復
活
大
バ
ザ
ー
ル

2
0
0
2
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー

千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

県
民
講
演
会

妊
娠
期
子
育
て
講
座
「
生
き
生

き
楽
し
く
子
育
て
を
」

糖
尿
病
合
併
症
予
防

（
眼
科
）
の
た
め
の
講
演
会

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

14
年
度
君
津
地
区

選
挙
啓
発
講
座



君君 津津 郡郡 市市 中中 央央 病病 院院 組組 合合 職職 員員 募募 集集

日　
時　

1  1  
月　
1  6  
日　
�　
午　
前　
1  0  
時　

〜　
1  2  
時　

※　
ご　
自　
由　
に　
参　
観　
し　
て　
く　
だ　
さ　

い　
。　
参　
観　
後　
に　
懇　
談　
会　
（　
1  2  
時　

3  0  
分　
〜　
１　
時　
3  0  
分　
）　
を　
予　
定　

同　
学　
校　
�
5  5  
・　
４　
３　
３　
３　

千　
葉　
県　
内　
の　
す　
べ　
て　
の　
使　
用　

者　
や　
労　
働　
者　
（　
パ　
ー　
ト　
、　
ア　
ル　

バ　
イ　
ト　
な　
ど　
を　
含　
む　
）　
に　
適　
用　

さ　
れ　
る　
千　
葉　
県　
最　
低　
賃　
金　
（
地

域
別
最
低
賃
金
）
が
1  0  
月
４　
日　

か　
ら　
改　
正　
さ　
れ　
ま　
し　
た　

改　
正　
時　
間　
額　

６　
７　
７　
円　
（　
今　

回　
か　
ら　
地　
域　
別　
最　
低　
賃　
金　
は　
時　

間　
額　
の　
み　
）　

千　
葉　
労　
働　
局　
賃　
金　
室　
�
０　
４　

３　
・　
２　
２　
１　
・　
２　
３　
２　
８　
ま　
た　

は　
最　
寄　
の　
労　
働　
基　
準　
監　
督　
署　
へ　

（　
2  4  
時　
間　
テ　
レ　
ホ　
ン　
サ　
ー　
ビ　
ス　
０　

４　
３　
・　
２　
２　
１　
・　
４　
７　
０　
０　
）　

雇　
用　
失　
業　
情　
勢　
や　
雇　
用　
保　
険　

財　
政　
状　
況　
の　
下　
で　
、　
雇　
用　
の　
セ　

ー　
フ　
テ　
ィ　
ネ　
ッ　
ト　
を　
維　
持　
す　
る　

た　
め　
の　
緊　
急　
的　
な　
措　
置　
に　
よ　
り　

1  0  
月　
１　
日　
か　
ら　
雇　
用　
保　
険　
料　
率　

が　
「　
１　
０　
０　
０　
分　
の　
２　
」　
引　
き　

、　
千　
葉　
労　
働　
局　
労　

働　
保　
険　
徴　
収　
課　
�
０　
４　
３　
・　
２　

２　
１　
・　
４　
３　
１　
７　
、　
職　
業　
安　
定　

課　
�
０　
４　
３　
・　
２　
０　
２　
・　
５　
１　

２　
２　
、　
公　
共　
職　
業　
安　
定　
所　
（　
ハ　

ロ　
ー　
ワ　
ー　
ク　
）　
へ　

日　
時　

1  1  
月　
８　
日　
�　
午　
後　
２　
時　

〜　
４　
時　

場　
所　

市　
役　
所　
４　
０　
１　
会　
議　
室　

対　
象　

心　
の　
病　
で　
悩　
ん　
で　
い　
る　

人　
や　
そ　
の　
家　
族　
、　
子　
ど　
も　
の　
様　

子　
や　
行　
動　
が　
気　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　

人　
や　
そ　
の　
家　
族　
、　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　

な　
ど　
の　
依　
存　
症　
で　
困　
っ　
て　
い　
る　

人　
や　
そ　
の　
家　
族　
（　
予　
約　
制　
）　

木　
更　
津　
保　
健　
所　
精　
神　
保　
健　
福　

祉　
課　
�
０　
４　
３　
８　
・　
2  2  
・　
３　
７　

４　
３　
�
０　
４　
３　
８　
・　
2  5  
・　
４　
５　

８　
７　賃　

金　
・　
解　
雇　
・　
労　
働　
時　
間　
・　

ポ　
リ　
テ　
ク　
セ　
ン　
タ　
ー　
君　
津　
�

5  2  
・　
０　
２　
１　
９　

応　
募　
資　
格　

昭　
和　
3  7  
年　
４　
月　
２　

日　
以　
降　
に　
生　
ま　
れ　
た　
人　
で　
保　
健　

師　
ま　
た　
は　
看　
護　
師　
の　
資　
格　
を　
有　

す　
る　
人　

募　
集　
人　
員　

１　
人　

勤　
務　
先　

千　
葉　
県　
袖　
ケ　
浦　
福　
祉　

セ　
ン　
タ　
ー　

応　
募　
締　
切　

1  1  
月　
1  1  
日　
�　
（　
必　

着　
）　

試　
験　
日　

1  1  
月　
1  4  
日　
�　

※　
応　
募　
方　
法　
は　
問　
い　
合　
わ　
せ　
を　

同　
セ　
ン　
タ　
ー　
事　
務　
局　
�
０　
４　

３　
８　
・　
6  2  
・　
２　
７　
２　
１　

期　
間　

1  1  
月　
１　
日　
�　
〜　
3  0  
日　
�　

（5）

求　
職　
者　
を　
対　
象　
と　
し　
た　
①　
３　

カ　
月　
コ　
ー　
ス　
と　
②　
６　
カ　
月　
コ　
ー　

ス　
の　
職　
業　
訓　
練　

訓　
練　
科　

①　
Ｉ　
Ｔ　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
実　

務　
科　
、　
物　
流　
・　
保　
全　
科　
②　
金　
属　

加　
工　
科　
、　
テ　
ク　
ニ　
カ　
ル　
オ　
ペ　
レ　

ー　
シ　
ョ　
ン　
科　
、　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
ワ　
ー　

ク　
科　

期　
間　

①　
1  2  
月　
２　
日　
�　
〜　
平　
成　

1  5  
年　
３　
月　
５　
日　
�　
、　
②　
平　
成　
1  5  

年　
１　
月　
６　
日　
�　
〜　
６　
月　
2  7  
日　
�　

応　
募　
資　
格　

再　
就　
職　
や　
転　
職　
を　

希　
望　
す　
る　
健　
康　
な　
人　

受　
講　
料　

無　
料　
（　
教　
科　
書　
な　
ど　

の　
購　
入　
費　
は　
実　
費　
）　

願　
書　
申　
し　
込　
み　
期　
間　

①　
1  1  
月　

１　
日　
�　
〜　
1  1  
日　
�　
、　
②　
1  1  
月　
1  5  

日　
�　
〜　
2  2  
日　
�　

※　
申　
し　
込　
み　
先　
、　
定　
員　
な　
ど　
詳　

し　
く　
は　
問　
い　
合　
わ　
せ　
を　

対　
象　

回　
数　
券　
購　
入　
者　
１　
人　
に　

対　
し　
て　
通　
行　
１　
回　
分　
の　
記　
念　
通　

行　
券　
（　
1  2  
月　
3  1  
日　
�　
ま　
で　
有　
効　
）　

利　
用　
で　
き　
る　
有　
料　
道　
路　

松　
戸　

野　
田　
、　
勝　
浦　
、　
房　
総　
ス　
カ　
イ　
ラ　

イ　
ン　
、　
千　
葉　
外　
房　
、　
松　
戸　
三　
郷　
、　

鴨　
川　
、　
銚　
子　
、　
東　
総　
、　
流　
山　
、　

東　
金　
九　
十　
九　
里　
、　
利　
根　
か　
も　
め　

大　
橋　
、　
九　
十　
九　
里　
の　
各　
有　
料　
道　

路　
千　
葉　
県　
道　
路　
公　
社　
業　
務　
課　
�

０　
４　
３　
・　
２　
２　
７　
・　
９　
３　
３　
３　

会　
期　

1  2  
月　
１　
日　
�　
ま　
で　

場　
所　

袖　
ケ　
浦　
市　
郷　
土　
博　
物　
館　

（
午
前
９
時
〜
午
後
５　
時　
・　
月　

曜　
休　
館　
）　

イ　
ベ　
ン　
ト　
内　
容　

展　
示　
解　
説　
会　

（
1  1  
月
1  0  
日
�
、
2  4  
日
�
午
前

1  1  
時　
と　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
）　、　
ま　
が　

玉
づ
く
り
（
1  1  
月
３
日
�
午
後

１　
時　
3  0  
分　
）　、　
弥　
生　
の　
ま　
つ　
り　
体　

験　（
1  1  
月
1  6  
日
�
午
前
1  0  
時
）、

遺
跡
見
学
会
（
1  1  
月
９
日
�
午

前
９
時
3  0  
分
）

※
参
加
費
・
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
を

同
博
物
館
�
０
４
３
８
・

6  3  
・
０
８
１
１

上　
げ　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　

引　
き　
上　
げ　
分　
は　
事　
業　
主　
、　

被　
保　
険　
者　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
「　
１　

０　
０　
０　
分　
の　
１　
ず　
つ　
」　
負　

担　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

詳　
し　
く　
は　
、　
厚　
生　
労　
働　

省　
Ｕ　
Ｒ　
Ｌ　
　　

年　
金　
・　
労　
災　
保　
険　
・　
雇　
用　
保　
険　

な　
ど　
の　
質　
問　
や　
疑　
問　
に　
社　
会　
保　

険　
労　
務　
士　
が　
答　
え　
ま　
す　

日　
時　

1  1  
月　
1  4  
日　
�　
、　
1  5  
日　
�　

午　
前　
９　
時　
〜　
午　
後　
５　
時　

専　
用　
電　
話　
番　
号　
　　
�
０　
４　
３　
・　

２　
４　
４　
・　
４　
８　
６　
４　

千　
葉　
県　
社　
会　
保　
険　
労　
務　
士　
会　

�
０　
４　
３　
・　
２　
４　
１　
・　
９　
８　
３　

０　
司　
法　
書　
士　
や　
弁　
護　
士　
に　
よ　
る　

個　
人　
再　
生　
制　
度　
な　
ど　
を　
使　
っ　
て　

住　
宅　
を　
手　
放　
さ　
ず　
に　
債　
務　
を　
整　

理　
す　
る　
場　
合　
な　
ど　
の　
無　
料　
電　
話　

相　
談　
会　

日　
時　

1  1  
月　
3  0  
日　
�
、　
1  2  
月　
１　

日　
�
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　
３　
時　

相　
談　
電　
話　
番　
号　
　　
�
０　
４　
３　
・　

２　
４　
３　
・　
４　
１　
４　
４　
（　
両　
日　
の　

み　
の　
電　
話　
）　

※　
面　
談　
希　
望　
は　
電　
話　
予　
約　
の　
上　
、　

当　
日　
の　
相　
談　
会　
場　
で　

前　
田　
宏　
司　
司　
法　
書　
士　
�
０　
４　

７　
・　
４　
９　
５　
・　
５　
０　
７　
７　

ア
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス

入
所
者

千
葉
県
立
君
津
養
護
学
校
・

授
業
公
開

千
葉
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

木更津税務署と富津市では、給与支払者を対象に平成14年分の年末
調整などの説明会を次のとおり行います。

※出席票兼用紙請求書と同封資料を持参の上、早めにご来場ください。
問 木更津税務署法人課税第2部門�0438・23・6161 内線522

年末調整等説明会のお知らせ

県
民
6
0
0
万
人
達
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
千
葉
県
6
0
0

万
人
記
念
通
行
券
配
布
」

袖
ケ
浦
市
郷
土
博
物
館
特
別
展

時
空
を
旅
す
る
―
さ
わ
っ
て
感
じ
て

楽
し
む
考
古
学
へ
の
招
待
―

雇
用
保
険
料
率
改
定
の

お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談

社
労
士
1
1
0
番

無
料
電
話
相
談

住
宅
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
、
多
重
債
務

1
1
0
番 月　日

11月20日

（水）

対象地域

富津市

会　　場

富津市役所1階大会議室

（富津市下飯野2443）

時　　間

用紙配布
午後1時～1時30分

説明会
午後1時30分～4時

受付期間 11月８日�まで（土日祝日除く）
試 験 日 11月17日�
申し込み・問 同病院総務課�0438・36・1071

この社会あなたの税がいきている

東東 京京 電電 力力 �� 富富 津津 火火 力力
発発 電電 所所 開開 放放 デデ ーー

日　時 11月16日�午前10時～午後２時
（入場は１時まで・雨天の場合は
屋内で）

内　容 スタンプラリー、発電所と新エ
ネルギーパーク見学

※親子同伴で参加してください。車の駐
車は新エネルギーパーク内駐車場へ
問 同発電所総務グループ�9 0・2 1 1 6

介
護
援
護
者
の
た
め
の

研
究
会

日
時

11
月
30
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所

木
更
津
市
民
総
合
福
祉

会
館

内
容

一
般
の
人
を
対
象
と
し

た
介
護
技
術
講
習
会

参
加
費

会
員
　
無
料
、
一
般

５
０
０
円
（
資
料
代
）

千
葉
県
介
護
福
祉
士
会
君
津

ブ
ロ
ッ
ク
阿
部
�
35
・
３
８
７

１

社
会
福
祉
法
人
千
葉
県
社
会

福
祉
事
業
団
の
看
護
師

（　
平　
成　
15
年　
１　
月　
１　
日　
採　
用　
予　
定　
）　



（6）

俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

茹ゆ
で

栗く
り

も
配く
ば

ら
れ
楽
し
バ
ス
の
旅

（
評
）
茹
栗
を
配
る
人
が
見
え
て
き
ま
す

細
々
と
柳
蓼

や
な
ぎ
だ
て
咲
く
尼
の
寺

（
評
）
淋
し
い
尼
寺

鮮あ
ざ

や
か
に
山
を
染
め
た
る
紅
葉
か
な

（
評
）
紅
葉
狩
で
の
句

時
雨
る
る
や
友
の
訃
報
ふ
ほ
う

を
聞
く
夕
べ

（
評
）
時
雨
が
涙
の
様
に
悲
し
く
降
っ
て
い
ま
す

観
覧
車

か
ん
ら
ん
し
ゃ

降
り
て
小
径
こ
み
ち

の
冬
桜

（
評
）
今
は
静
か
に
冬
桜
を
見
て
い
ま
す

選
　
者
　
吟

木
の
実
独
楽
こ

ま

供
へ
て
あ
り
し
墓
拝
む

（
千
種
新
田
）

（
大
堀
）

（
上
飯
野
）

（
下
飯
野
）

（
大
堀
）

石
亀
袈
裟
江

三
辻
あ
ゆ
み

高
橋
　
玉
枝

平
野
て
い
子

安
室
よ
し
子

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

床
並
べ
老
い
ゆ
く
母
と
夜
を
過
ぐ
す
ち
ち
ろ
も
鳴
か
ず
秋
深
み
ゆ
く

い
と
ま
な
く
追
は
る
る
畑
に
種
を
蒔
く
生
命
育

い
の
ち
は
ぐ

く
む
喜
び
あ
り
て

う
す
墨
に
辺あ
た
り
暗
め
る
速
き
雲
予
報
を
早
め
雨
降
ら
ん
と
す

秋
の
野
に
咲
き
ゐ
る
花
の
二
つ
三
つ
手た

折お

り
て
幼
の
髪
に
さ
し
や
る

秋
雨
の
長
く
つ
づ
き
て
冷
え
く
る
に
残
り
蚊
の
羽
音
耳
を
か
す
め
つ

（
二
間
塚
）

（
二
間
塚
）

（
下
飯
野
）

（
下
飯
野
）

（
千
種
新
田
）

小
森
芙
美
子

平
野
八
重
子

立
川
　
喜
美

渡
辺
　
不
二

安
斎
　
は
る

臨海野球場
11/3、10、17、
24

球技広場
11/4、10

浅間山野球場
11/3、10、17、
24

富士見グリーン
テニスコート
11/10

富津市民野球大会

第５回低学年エキシビジョン富津市大
会マクドナルド杯争奪（少年野球）

富津市民野球大会

君津地方中学生ソフトテニス選手権大
会　　　

市民ふれあい公園 11月行事
管理事務所　�87・4205

不
意
の
来
客
や
、
電
話
で
そ
の
場

を
離
れ
る
と
き
は
、
火
を
弱
く
す

る
の
で
は
な
く
、
必
ず
火
を
消
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
油

以
外
で
も
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
が

衣
類
に
燃
え
移
る
着
衣
着
火
事
故

も
多
発
し
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン

に
は
多
く
の
火
源
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
狭
い
場
所
に
煩
雑
に
物

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
！
」
と
思
わ
ず
に
、
ま
ず
は
、

火
の
周
囲
か
ら
整
理
整
頓
す
る
こ

キ
ッ
チ
ン
で
死
者
の
発
生
し
た

火
災
は
、
そ
の
２
割
が
「
こ
ん
ろ
」

が
原
因
で
す
。
ガ
ス
こ
ん
ろ
に
天

ぷ
ら
油
を
か
け
た
ま
ま
発
火
温
度

（
３
７
０
度
）
に
達
す
る
と
、
炎

が
鍋
の
な
か
に
入
ら
な
く
て
も
、

油
そ
の
も
の
が
燃
え
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
を
発
火
と
言
い
ま
す
。

と
が
、
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
の

第
一
歩
で
す
。

消
火
器
に
は
、
小
型
で
ホ
ー
ス

の
な
い
粉
末
消
火
器
な
ど
も
あ
り

死
者
の
出
た
キ
ッ
チ
ン

火
災
の
出
火
箇
所

＝
一
番
の
出
火
原
因
は
こ
ん
ろ
＝

＝11月12日�幼稚園児の
防火パレード＝

天羽行政センタ～上総湊海岸

11月9日～15日
秋秋秋秋のののの火火火火災災災災予予予予防防防防運運運運動動動動実実実実施施施施

消す心 置いてください 火のそばに

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
え

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
防
災
訓
練
や
、

消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
に
参
加

し
て
実
際
に
体
験
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
目
に
つ

く
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
、
家
族

全
員
が
そ
の
場
所
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
か
ら
火
事
は

だ
さ
な
い

＝
消
火
器
は
強
い
味
方
＝

日
時

11
月
21
日
�
午
後
１
時
15
分
〜
４
時
30
分

場
所

木
更
津
保
健
所

定
員

約
１
０
０
人
（
先
着
順
）

内
容

○
犬
を
飼
う
時
に
関
係
す
る
法
律
な
ど

○
犬
の
健
康
管
理

○
習
性
や
し
つ
け
（
デ
モ
犬
模
範
演
技
あ
り
）

な
ど

費
用

８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

申
し
込
み

11
月
20
日
�
ま
で
に
電
話
で
木
更
津
保
健

所
へ
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
筆
記
用
具
持
参

同
保
健
所
生
活
衛
生
課

�
０
４
３
８
・
22
・
３
７
４
３

犬犬犬犬
のののの
正正正正
しししし
いいいい
飼飼飼飼
いいいい
方方方方
・・・・
しししし
つつつつ
けけけけ
方方方方
講講講講
習習習習

▲アポイントメント商法▲
● ● ● 気をつけて、甘い誘惑やさしい言葉 ● ● ●

「景品が当たった」「あなたが選ばれた」などと事務
所や喫茶店に呼び出され会員サービスを薦められる
（旅行が格安、ブランド品の割安など特典を強調）が、
パソコン用に情報を集積したＣＤ－ＲＯＭや絵画な
どを売るのが目的である。何時間も説得され契約し
ても利用価値はあまりありません。（クーリング・オフ
期間は8日間。早めに相談し、対応しましょう。）

◆困ったときは、
千葉県消費者センター
�047・434・0999
（月～金午前9時30分

～午後4時）
商工観光課商工係
�80・1287へ

家庭で日ごろから気を付け合って、楽しい消費生活を

12月1日から簡易なゴミ焼却炉は
使用できなくなります

ダイオキシン類排出抑制のため、処理基準に合わない簡易なゴミ焼却
炉は今まで使っていた焼却炉でも使用できなくなります。また、周りの
人の迷惑となるゴミ（木くず、紙くず、廃プラスチックなど）をそのま
ま燃やすこと（野焼き）も法律で禁止されています。市のゴミステーシ
ョンなどに出したり、適正な処理をする業者に依頼するようご協力をお
願いします。
問環境保全課　�80･1274、君津支庁県民環境課�0438･23・2285
☆では、どんな焼却炉が処理基準に合うの？
・燃焼ガスが800℃以上の状態でゴミを焼却できるもの
・燃焼室内の温度を測定できる装置がついているもの
・焼却炉の入り口と煙突以外に外気と接しないもの
・燃焼ガスの温度を保つための必要な装置があるもの

これらの条件全て満たす焼却炉でないと12月1日から使用できなくなります。

課
税
対
象
と
な
る
資
産

富
津
都
市
計

画
区
域
の
市
街
化
区
域
と
大
佐
和
都
市

計
画
区
域
の
用
途
地
域
内
に
所
在
す
る

土
地
と
家
屋

納
税
義
務
者

土
地
・
家
屋
の
所
有
者

税
率

１
０
０
分
の
０
・
３

課
税
導
入
時
期

昨
今
の
厳
し
い
経
済

情
勢
を
勘
案
し
て
、
都
市
計
画
税
の
課

税
時
期
を
「
平
成
19
年
度
ま
で
の
間
に

お
い
て
別
に
条
例
で
定
め
る
日
」
と
し

ま
し
た
。

課
税
課
�
80
・
１
２
４
２

9999
月月月月
のののの
市市市市
議議議議
会会会会
定定定定
例例例例
会会会会

でででで
都都都都
市市市市
計計計計
画画画画
税税税税
条条条条
例例例例
がががが

可可可可
決決決決
ささささ
れれれれ
まままま
しししし
たたたた

トマピー 

 

― 税金はこう使われる ― 
　今回は、平成14年度予算から民生費のうち障害者 

福祉費にかかる経費を例にとって見ましょう !

問 納税課 �80・1243

税のなぜなぜ豆知識

身体障害者福祉費 
知的障害者福祉費 
重度心身障害者福祉費 
精神障害者福祉費 
　　　合　　計 

身体障害者にかかる措置費など 
知的障害者にかかる措置費など 
重度心身障害児者医療給付改善事業費など 
精神障害者医療扶助費など 

71,669 
 238,623 
 77,108 
 50,253 
 437,653

項　　　目 予算額 事　業　内　容 

 
国・県の補助金 
その他 
市負担分（一般財源） 
　　　合　　計 

 
入所者負担金など 
うち市税充当額　172,622 
 

181,113 
 20,039 
 236,501 
 437,653

種　　　類 金　額 備　　　　　考 

（単位:千円） （予算額） 

（単位:千円） （財源内訳） 

　私たちの税金は、このような障害者福祉 

の向上にも重要な財源となっています。 

　富津市では、平成14年4月現在の身体障害 
者数は1731人、知的障害者は257人、精神障 
害者は市単独助成者だけでも262人であり、 
合計2250人です。1人当り年間19万4512円の 
経費が使われていることになり、このうち 
市税充当額は7万6721円です。 

今月の納期　12月2日 
国民健康保険税　第5期 
介護保険料　　　第5期 

県税の休日納税窓口 
日時　11月10日�午前9時 
　　　～午後5時 
場所　君津支庁税務課 

消火器の訪問点検に注意!!消火器の訪問点検に注意!!

ト
ラ
ブ
ル 

防
止
の 

ポ
イ
ン
ト 

　各地で不適正な点検による高額請求の被害が多
発しています。特に消火器をたくさん設置してい
る防火対象物を狙ってきます。点検を承諾する前
に必ず契約業者であるか確認しましょう。 
　　　 ・身分証明書などの提示を求める 
　　　 ・はっきりと点検を拒否する 
　　　 ・契約書に、はんこを押さない 
問 消防本部�65・4913

　各地で不適正な点検による高額請求の被害が多
発しています。特に消火器をたくさん設置してい
る防火対象物を狙ってきます。点検を承諾する前
に必ず契約業者であるか確認しましょう。 
　　　 ・身分証明書などの提示を求める 
　　　 ・はっきりと点検を拒否する 
　　　 ・契約書に、はんこを押さない 
問 消防本部�65・4913



ぼくはとび箱がとく
い。小学校にいった
ら７段とぶんだ。

ぼくはとまと
がだいすき！

問い合わせ 
健康づくり課 
　�80・1268

（7）

65・0401 
87・0650 
67・0132 
87・0165 
88・0674 
67・3223

曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

町 沢 医 院  
三 枝 病 院  
重 田 医 院  
東 病 院  
高本クリニック 
原田内科小児科医院 

11月 
11月 
11月 
11月 
11月 
11月 
 

 ３日 
４日 
10日 
17日 
23日 
24日 

 

月　日 
日 
月 
日 
日 
土 
日 

日曜・休日・緊急の場合の問い合わせは、消防本部�65・0119

大森 弘樹
こうき

くん 平成 8 年10月22日生まれ

大森 春輝
はるき

くん 平成11年 2 月 5 日生まれ

（ 上 ）

撮
影
　
菅
原
譲
太
郎
さ
ん

秋になると色づく木々の葉が滝の両側に

茂り、これからの季節が楽しみなこの滝は、

落差10メートル。豊富な水量で、豊かな森

と肥えた土壌を生み出す基となっているよ

うです。

◯相談・健診（11/1～11/30）　問 �80・1268
内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

 

健 康 相 談    健康全般に関する相談 

  

10:00～15:00 天羽漁協金谷支所 1 日(金)

13日(水) 10:00～12:00 金谷コミュニティセンター 

  

 栄 養 相 談  
5 日(火) 9  :30～11:30 天羽行政センター 食事(栄養)などについての 

相談 

 

25日(月) 9  :30～11:30 健康づくり課 

 

乳幼児相談 
5 日(火) 10:00～12:00

市民会館 

１歳６カ月ごろまでの乳 
幼児 

 
7 日(木) 10:00～12:00

市役所1 階保健センター 

 

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成14年７月生まれ  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室 14日(木) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

7カ月児教室 19日(火) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年４月生まれ 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

9カ月児教室 20日(水) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年２月生まれ 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

1歳児教室  

両親学級  

20日(水) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 
平成13年10月生まれ 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 
   

 
   

     13日(水) 13:15～13:30 中央公民館 

８日(金) 13:15～13:30 市役所１階保健センター 

1歳6カ月児健診  6 日(水) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成13年４月生まれ 

3歳児健康診査 12日(火) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成11年５月生まれ 

対
象
・
妊
婦 

1回目―妊娠中の生活と赤 
ちゃんの発育発達について 

2回目―妊娠中の栄養・調 
理実習 

―山中―�坊
ぼう

ケ
が

谷滝
やつのたき

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津 
　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通り 富士見通り 
西口 西口 東口東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査   

13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 

平成14年7月生まれ 

４歳未満まで接種可能 
※接種方法･ツベルクリン反応検 
査後48時間後に判定･陰性者 
(９mm以下)にBCG接種します。 
(１週間前からの体温測定はBCG 
に向けて必要)

判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 

 

ポ  リ  オ 13:00～13:30
市役所 ５ 階会議室 
 
市民会館（湊） 
 

平成14年 3月生まれ 
（2回目） 
平成14年6月生まれ 
（1回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

 5日（火） 

 7日（木） 

 1日（金） 

 8日（金） 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません。（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます。（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください。 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください。 

注
意 

◯集団接種（11/1～11/30）　問 �80・1268

�80・1270
テレホン健康相談 

月～金 
　 午前9時～正午 

（健康づくり課） 

◯子宮がん・乳がん検診のお知らせ 
　市内に住所がある30歳以上の女性を対象に、協 
力医療機関で検診を実施しています。 
　受診を希望する人は、電話でお申し込みください。 
費　用　各600円（ただし、市民税非課税世帯・生 
　　　　　　　　  活保護世帯・老人医療受給者証 
　　　　　　　　  をお持ちの人は無料） 
申込先　健康づくり課�80・1268

Ｏ
│
１
５
７
を
は
じ
め
と
す
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
が
県

内
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
感
染
者
を
増
加
さ
せ
な
い

た
め
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
は
手
洗
い

手
は
い
つ
も
清
潔
に
す
る
よ
う
手
洗
い
に
努
め
、

特
に
食
事
の
前
に
は
石
け
ん
で
洗
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

加
熱
調
理
食
品
は
、
十
分
に
加
熱

目
安
は
中
心
温
度
が
75
度
で

１
分
以
上

「
生
肉
を
扱
う
取
り
箸
」
と
「
焼
け
た
肉
を
取
っ
て
口
に
運
ぶ
箸
」

を
分
け
る

焼
肉
な
ど
を
す
る
場
合
、
箸
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う

ま
た
、
生
肉
を
切
っ
た
あ
と
の
包
丁
や
ま
な
板
は
、
ほ
か
の
食
品
と

使
い
分
け
る
か
、
洗
っ
て
か
ら
熱
湯
な
ど
で
消
毒
し
て
か
ら
使
い
ま

し
ょ
う

牛
レ
バ
ー
刺
し
や
牛
刺
し
は
生
食
用
と
表
示
の
あ
る
肉
を

抵
抗

力
の
弱
い
小
児
や
高
齢
者
は
生
食
を
避
け
ま
し
ょ
う
（
千
葉
県
で
は
、

牛
レ
バ
ー
刺
し
や
牛
刺
し
は
国
の
衛
生
基
準
の
目
標
に
適
合
し
た
食

肉
以
外
は
生
食
用
と
し
て
提
供
し
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
）

下
痢
や
血
便
、
発
熱
を
伴
う
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め

に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が

あ
る
時
は
、
二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
食
品
を
扱
う
こ
と
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。
判
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄

の
保
健
所
へ
。

問
木
更
津
保
健
所
�
０
４
３
８
・
22
・
３
７
４
３

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
（
Ｏ
│
１
５
７
な
ど
）
に
注
意
！

成人される皆さんをお祝いする成人式を来年
は１月13日�に行います。
市内に住民登録されている昭和57年４月２日
から58年４月１日までに生まれた人に、成人式
の案内を郵送します。（富津市出身で市外に住ん
でいる人が参加を希望する場合は富津公民館へ
申し込みください）
※当日、式典にご家族もご出席ください。
富津公民館�87・8381

事故の情報提供のお願い
７月８日、午後９時15分ごろ、
富津市富津21番地先（新井交差点）
において死亡ひき逃げ事故が発生
しましたが、まだ犯人逮捕に至っ
ておりません。この事件に関する
情報を小さなことでもかまいませ
んのでご連絡ください。
連絡先 富津警察署�66・0110
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気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です

ふ
る
さ
と
を
想
う 

　 山
形
県
藤
島
町 
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藤島町

佐久間武志さん
（絹）

☆人口 約１万2500人　☆面積　63.22�
☆特徴… 出羽三山のふもとにあり、歴史のある町。
明治時代に建てられた旧東田川郡役所や郡会議事堂は、
県指定文化財になっています。また、町の名にちなみ、
日本一のフジの花の里を目指しています。

▲旧東田川郡会議事堂

自然のドラマを感じる町
私の故郷は藤島町添川ですが、皆さん、この町が
どの県にあるかご存知でしょうか？たぶん、富津市
で知っている方はいないと思います。そこは山形県
で出羽三山の麓にあり、ここ数年過疎化が一段と進
んでいる寂しい山村です。と言う私も村から出た一
人であり、過疎化の手助けをしてしまった事に少々
心が痛む思いです。
この村で私は高校を卒業するまでの多感でまじめ
な？18年間を過ごし、卒業後は袖ヶ浦市の会社へ勤
め、世帯を持ち14年になり、7年前から今の富津市
絹に家をかまえてお世話になっています。
私の生まれ育ったところは、自慢の出来るにぎや
かな観光地はほとんどありません。東北の山村に付
きものの冬の豪雪は地獄のようで雪が憎かった記憶
がよみがえります。しかし、その雪解け水の恩恵は
素晴らしいもので、四季折々の美しい自然のドラマ
と産物をかもし出してくれます。特に雪解け後には
山々の草木が芽吹き、春の山菜の宝庫となります。
土から顔を出した竹の子、ワラビ、ゼンマイ、ミズ、
ウド、タラの芽等々。また、山や畑からは古代人が
使ったヤジリなどの石器や土器をロマンに浸りなが
ら夢中で友達と拾い集めていました。紅葉の鮮やか
な秋には、多種多様なきのこ類、山葡萄

や ま ぶ ど う

やアケビ、
庄内米、庄内柿、和気あいあいの芋煮会等々。季節
の山菜は大自然からのプレゼント、採るのも楽しい
し食べてもおいしかった記憶が思い出されます。
ここ数年年を重ねるごとに、幼かったころを懐か
しむようになって来た私ですが、またいつか山菜取
りと石器拾いが出来たらなと思う今日この頃です。
すばらしい自然に富んだこの富津市にもそれらがあ
りそうな予感がしますのでこれからが楽しみです。

八田沼さくらの会
の皆さん

八田沼地区（75世帯）は、純農村地帯でしたが、近
年新住民の転入が多くなり、新旧住民や世代間の交流
が課題となっていました。一昨年、交流を目的とした
「どんど焼き」を60年ぶりに復活させましたが、これを
契機に「八田沼さくらの会（高橋弘会長・会員20人）」
が誕生しました。
さくらの会は、八田沼地区を流れる岩瀬川周辺を交
流の場として活性化しようと活動しています。今年３
月には、ふるさとづくりの一つとして、岩瀬川沿いの
道路を整備し、市から50本のソメイヨシノと奈良県吉
野町から吉野桜を譲り受け、区民総参加による植樹を
しました。区民より愛称を募集し、「希望の散歩道」と
名づけ、親しまれる散歩道にしようと会員が月一回の
草刈などをして整備・保全に努めています。また、河川
整備基金の助成を受け、手作りにより看板と道標を設置
し、今後いろいろな催しを通して地域の交流の場にし
ようとがんばっています。

「
秋
の
日
は
釣つ

る

瓶べ

落
と
し
」

夕
方
早
々
と
暗
く
な
り
始
め
ま

す
。
桜
前
線
と
は
反
対
に
北
の

北
海
道
か
ら
下
り
て
く
る
紅
葉

前
線
は
、
よ
う
や
く
関
東
地
方

を
お
お
い
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら

富
津
市
も
山
々
が
彩
り
を
見
せ

ま
す
。

紅
葉
が
見
事
な
の
は
朝
夕
気

温
が
下
が
る
証
拠
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
、
今
年
は
ど
う

か
…
…
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

（
し
も
つ
ま
）

富
津
市
民
憲
章

◯
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
友
愛
と
感
謝
の
気
持
ち
で
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
を
大
切
に
し
、
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
健
康
で
仕
事
に
励
み
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
迎
え
た
市

制
施
行
30
周
年
を

記
念
し
て
、
10
月

6
日
、
富
津
公
民

館
で
「
Ｂ
Ｓ
ど
ー

も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
」

の
公
開
録
画
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
ー
も
く
ん
や

た
ー
ち
ゃ
ん
、
う

さ
じ
い
な
ど
の
お

子どもたちも踊りで参加 
― ＢＳどーもくんワールド ― 

子どもたちも踊りで参加 
― ＢＳどーもくんワールド ― 

第
20
回
君
津
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
協
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
9
月
29
日
、
富

津
市
総
合
社
会
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

富
津
市
か
ら
富
津
中
、
大

貫
中
、
飯
野
小
の
3
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
地
元
の
パ
ワ
ー

を
見
せ
つ
け
る
試
合
と
な
り

ま
し
た
。

君
津
地
方
の
代
表
を
決
め

る
大
会
で
も
あ
り
、
ど
の
試

合
も
熱
戦
の
連
続
で
し
た
が
、

そ
の
中
で
、
富
津
中
の
マ
マ

さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
が

見
事
初
優

勝
に
輝
き

ま
し
た
。

11
月
1
日

の
県
大
会

に
出
場
し

ま
す
。

な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ダ
チ
ョ
ウ
倶
楽
部
が

ゲ
ス
ト
出
演
。
肉
じ
ゃ
が
の
歌
で
は
、
子
ど
も
た

ち
も
踊
り
で
参
加
し
、
会
場
内
の
興
奮
は
最
高
潮

に
！※

放
送
予
定
日
、
11
月
１
日
午
後
6
時
〜
6
時

29
分
（
Ｂ
Ｓ
2
）

ママさんバレーボール大会で優勝 
― 富津中ＰＴＡ ― 

ママさんバレーボール大会で優勝 
― 富津中ＰＴＡ ― 

10
月
5
日
、
中
央
公
民
館
前
で
お
お
さ
わ
商
工

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
佐
和
商
工
会
（
藤
平
由
弘
会
長
・
会
員
４
２

５
人
）
が
、
会
員
の
連
携
と
消
費
者
へ
の
感
謝
を

込
め
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
4
回
目
。

衣
料
品
や
雑
貨
な
ど
の
各
種
商
品
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
並
び
、
格
安
で
提
供
さ
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
鮮
魚
な
ど
の
物
産
市
、
飲
食
物
に
は
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
ギ
タ
ー
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
や
餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

活気にあふれた
― おおさわ商工祭 ―


